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１．研究計画の概要 

 

本研究は、 (1)妊娠期における母親の「想

像上の子ども」に関する表象の質が、母親自

身の成育歴に由来するアタッチメント全般

についての表象や種々の社会文脈的要因等

とのいかなる交絡作用を通して規定される

のか、また、 (2)それが出産後にかけていか

なる連続性や変化を示すのか、変化があると

すれば、その変化は子ども自身の気質的特徴

や子育てを取り巻く社会文脈的要因等との

関わりにおいて、いかにして生じるのか、さ

らに、 (3)母親の子どもに関する表象やアタ

ッチメント全般に関する表象の質は、母親の

日常的状況における、どのような養育行動や

情動表出の側面に特に現れ、また、今度はそ

れらを介して、いかに子ども自身のアタッチ

メント形成に通じ得るのか、についての解明

を企図したものである。  

 

２．研究の進捗状況 

  

現在までに 50 組ほどの母子を調査協力者とし

て、妊娠期から子どもの出生後 2 年に亘る縦断的

なデータ収集（基本的には 3～6 カ月間隔の家庭訪

問による観察および面接・質問紙調査）をほぼ計

画通りに遂行し、また中間的分析を行い、その結

果を学会や種々の著作物等で発表してきている。 

 

３．現在までの達成度 

  

親の子どもに関する表象の一貫性や安定性を問

う"Working Model of Child Interview" (WMCI)

で、妊娠期に「安定型」（子どもに関する描写が豊

かで一貫性があり、子どもへの情緒的関与や受容

が高い）、「非関与型」（子どもへの心理的距離が大

きい）、「歪曲型」（子どもに関する描写にまとまり

がなく不安や葛藤の度合いが高い）とそれぞれ分

類された母親の、出産後における子どもに対する

関わり方や子ども自身のアタッチメントの発達に

いかなる差異が存在するかについて検討したとこ

ろ、妊娠期に「安定型」とされた母親は、それ以

外の母親よりも、母子相互作用場面において、子

どもに対する敏感性が高く、またポジティブな情

緒的トーンをより多く表出する傾向が認められ、

子どもが生後 18 カ月段階でよりアタッチメント

の安定した子どもを持ちやすいことが明らかとな

った。また、子どものアタッチメントの安定性に

ついては、生後 9 カ月段階に測定された家族の

情動的雰囲気の質（正負両面の情動的表出性）

の介在も認められ、それが、一部、母親の抑

うつ傾向を媒介して、子どものアタッチメン

トの発達に影響を及ぼすプロセスも想定さ

れた。  

 

４．今後の研究の推進方策 
 
 最終年度は最後のデータ収集を計画通りに行う

他、妊娠期から出産後約 2 年半に亘って母親の子

ども表象にいかなる連続性や変化が存在し得るか

を総括するとともに、妊娠期における母親の子ど

も表象が、その後の母子相互作用や子ども自身の

社会情動的発達にどのような影響を及ぼすかにつ

いて、総合的な検討および考察を行う。また、そ

の知見を精細に総合報告書にまとめることはもち

ろん、学会や学術誌上での発表・投稿を通して、

積極的に発信することを考えている。 
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